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中華人民共和国の新政策で東トルキスタン

(1)（新疆ウイグル自治区とも呼ばれる）の若

年ウイグル人女性を募集し、ウイグル人が

多数を占める地域から中国東部への都市

地域の工場での労働の為の移送がおこな

われている。 

 

公式のプロパガンダたるスローガンがこの

計画が募集されるウイグル人女性にとって

圧倒的に肯定的な経験たることを宣伝して

促進しているが、この政策の始まりから 2 年

を足らずして、破られた約束と離散した家族

の結果が残るばかりである。中華人民共和

国政府の上層部から激しい圧力を受けやす

い地方幹部は、欺計、圧力、そして脅迫を、

女性たちを募集しこの計画に参加させる為

に用いるのである。この政策の下、何千人

ものウイグル女性が彼女らの家族からひき

はなされ、故郷から何千マイルも離れた、標

準以下の労働条件下に置かれてしまってい

る。 

 

中中中中華人民共和国の移送政策とは華人民共和国の移送政策とは華人民共和国の移送政策とは華人民共和国の移送政策とは    

 

� 伝統的ウイグル文化の中心でウイグル

人居住者割合が中華人民共和国内で

最も高い東トルキスタン南部に焦点を

おく。 

� 16 歳から 25 歳までの結婚適齢期女性

を標的とする。 

� 女性たちとその家族を脅してこの計画

に参加させることを強いる。 

� この政策に同意しない地方幹部をその

地位からの解任をちらつかせて脅迫す

る。 

� 若い女性たちを非人道的な労働条件

下と労働契約を尊重しない雇用主の下

に置く。 

 

この政府支援の若年ウイグル女性移送は、
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中華人民共和国が進めているウイグル人に

対しての人権侵害と文化的攻撃というより

幅広い文脈の中で考えなければならない問

題である。 

 

ウイグル人の宗教はスンニー派イスラム教

の穏健な形式をとり、ウイグル人の民族的

アイデンティティの重要な部分であるが、激

しく抑圧されている(2)。法制は抑圧装置とし

て用いられ、恣意的な拘束や拷問が政府へ

の不満に声を挙げたどんなウイグル人に対

しても利用されるのである(3)。 

 

「政治的犯罪」容疑と死刑はウイグル人に

対して過度に適用されるように見える(4)。ウ

イグル人女性は強制された不妊化と堕胎に

苦しみ、東トルキスタンの農村地域では賦

役労働がいまだに用いられている(5)。 

 

また、中華人民共和国当局は、経済的機会

を供給するという名目のもとで東トルキスタ

ンから若年女性を移送する政策を実施する

と同時に、一方で莫大な人数の漢族中国人

経済移民のこの地域への流入を支援してい

る(6)。 

 

これらの事実に鑑み、このウイグル女性移

送政策が、北京の強制的なウイグル人同化

と東トルキスタンの独特なウイグル文化の

土台を壊す取り組みのもう一つの側面であ

ると考えられる。 

 

１．ウイグル女性移送政策の内容とその見１．ウイグル女性移送政策の内容とその見１．ウイグル女性移送政策の内容とその見１．ウイグル女性移送政策の内容とその見

通し通し通し通し    

 

近年、中華人民共和国中央政府は新疆ウ

イグル自治区政府のすべての職階でこの地

域の貧困の解決手段として地方から都市へ

の移住を支援することを指導してきた(7)。 

 

中華人民共和国の統計によれば、2007 年

に約100,000人が東トルキスタンから自治区

外で労働している。これらの出稼ぎ労働者

の多くは、北京、天津、上海、そして山東に

配置されている(8)。2006 年の春以来、出稼

ぎ労働者の大部分が、政府の計画によって

募集されて東中国の工場の為の労働者とし

て供給される若年ウイグル女性によって占

められている(9)。 

 

この移送政策は、独特なウイグル文化が強

く残る、ウイグル人の多数が居住する東トル

キスタン南部地域の 16 歳から 25 歳までの

女性を特にターゲットにしている(10)。地域

幹部が工場の担当者に伴い、女性たちに中

国語と職能の訓練を提案して、魅力的な賃

金と工場への交通費を約束する場合もある

(11)。中国の公式の新聞はこの計画を連載

記事で、地方の人々への収入源を供給し、

祖国中国の「大社会主義家族」にその女性

たちを組み込む方法だとして伝え、この計画

をサポートしてきた(12)。この種の報道はま

た、このウイグル女性移送計画が女性の

「思考と意識」を改善し、彼女らの慣習を改

善し文明化することを教えると強調している

(13)。 

 

東トルキスタン南部のカシュガル地区は、約

350 万人の人口の 89％以上がウイグル人

である地域だが、この移送政策の特別な標

的となっている。正確な数を確認することは

難しいが、国営メディアの報道と第３者的な
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調査でこの計画が大規模であることが暴露

されている。 

 

ペイズアワット（伽師）県はカシュガル地区

の１２の行政区域の１つであるが、320,000

人の人口の農業地域で大多数はウイグル

人である。中華人民共和国の移送政策は

最初にこの地域に2006年4月に出現したが、

212 人のウイグル女性を浙江省、海塩のあ

る工場に移送するというものであった(14)。

2006 年 9 月に同じ計画の下で 18 歳から 20

歳の 121 人のウイグル女性がペイズアワッ

ト県から天津市漢沽区に移送された(15)。

2007 年の最初の三ヶ月のうちにペイズアワ

ット県から移送されたウイグル人女性の数

はすでに 3,000 を越えていた(16)。 

 

カシュガル地区のほぼすべての県において

この種の移送を記すことができる。2007 年 3

月に 186 人のウイグル女性がイェンギシャ

ハル（英吉沙）県のある県共産党常務委員

によって浙江省、平湖の工場に送られた

(17)。カルギリク（葉城）県は 2007 年の 3 月

と 4 月に 400 人のウイグル女性を天津に送

った(18)。コナシャハル（疏附）県は天津の 6

つの異なった事業に 6 グループの 770 人以

上のウイグル女性を送った(19)。2007 年 3

月の末にヤルカンド（莎車）県は 300 人のウ

イグル女性を山東省、青島に送った(20)。

2007 年初めに 500 人のヤルカンド県のウイ

グル女性が青島と浙江に、年間 6000 人の

ウイグル女性の移送の公的計画の一環とし

て送られた(21)。 

 

２．欺計、圧力、そして脅迫２．欺計、圧力、そして脅迫２．欺計、圧力、そして脅迫２．欺計、圧力、そして脅迫    

 

(若い女性)の大部分はやむを得ず来てしま

うわけだが、一部の親たちは娘達が 1 ヶ月

あたり2000元(280米ドル)を得るだろう、そし

て女性の部屋はホテルか何かの如くであろ

うと確信させられていた・・・彼女らが来てみ

ると、すべてが違っていたのである(22)。 

 

地方幹部は中華人民共和国政府上層部の

この移送政策を執行させようという強い圧力

の下にさらされている。ヤルカンド県第 9 村

の長である Awut Teyip は、彼の村から若い

女性たちを募集する為の努力を話しながら

その政策が北京に由来することを示した。

「私たちの仕事は中央の指導に、1 つも質問

することなく従うことだ(23)。」多くの官員はそ

の計画への女性を募集することを拒んだ場

合その地位から取り除かれる(24)。結果とし

て中華人民共和国指導者たちは若い女性

を移送のために募集する過程において欺計、

圧力、脅迫を用いているのである。 

 

地方幹部はこの計画を農村部のウイグル

の家庭の為に「雇用機会を供給し、所得を

発生させる」手段としてしつこく勧誘する(25)。

しかしながら、募集された女性たちからの報

告と、その家族との聞き取りでこの移送から

の金銭的利益は約束されたものより非常に

少ないことが暴露されている。 

 

連れて来られる際に、私たちは固定給一月

あたり 500 元（70米ドル）もらえると言われて

いた。しかし、こちらに来た後に歩合制だと

言われた。私たちは支払いを受けるために

割り当てられた仕事を終わらせなければな

らなかった。しかし、時間内で終わらせるの

は不可能だった(26)。 
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給料を含む所得についてのさらに大きな問

題は、それらが「貯蓄」として何ヶ月も保留さ

れていることである。すなわち職務内でおこ

る医療問題の為の天引きや、募集中に女性

たちに払われると約束された金のような、第

3 者に支払われたという費用の為の削減な

どである(27)。 

 

会社は交通費を政府官員に支払ったと言っ

た、それなのに会社は女性たちの給料から

金を差し引いた。誰がその金を持っていった

のかわからない。最初の月に、彼らが 50 元

を引いた、次の月は 10 元を、そして今月も

差し引くだろう。彼らは支払い（経費）が全部

払い戻されるまで差し引くだろう(28)。 

 

もう 1 つの方法が若い女性をこの計画に募

集する為に用いられている。それは、女性

にたちに近い人々に圧力をかけて女性にそ

の計画に参加することを説得させることであ

る。一人のこの計画に入った女性が次のよ

うに話した： 

 

私がここに来たのは私の先生が私に懇願し

たからだった。私を説得する為に、政府が私

の先生を送ったからだ(29)。 

 

この計画の下に移送された複数の女性たち

との聞き取りで、地方幹部が女性たちをこ

の計画の募集に応じさせる為に強制力に訴

えていたことも示された。自由アジアラジオ

放送（ラジオ・フリー・アジア）とのインタビュ

ーでヤルカンド県第 8 村の長 Tursun Barat

は認めた。「私たちは女性達を強制的に行

かせた(30)。」そうやって天津に送られた一

人の女性は次のように話した： 

 

行きたくはなかった。私の両親も同意しなか

った。しかし、政府の人が私の両親を強制し

たのです(31)。 

 

もう 1 つの例は、212 人の他の若い女性とと

もに 2007 年の 3 月に村の職員に伴われて

移送された Aynisa Tohti の父親である。彼

は聞き取りで、娘と離れることを許すことを

強いられたが、この決断を深く後悔している

と語った(32)。 

 

農村部の家族は、地方官員からこの計画に

抵抗することに対していろいろな種類の罰

によって脅迫されている。例えば、ヤルカン

ド県の第 9 村のリーダーたちは、もし娘たち

を参加させることを許さなければ農地の没

収や家屋の破壊をちらつかせて農民を脅迫

している。同じ村では、若い女性たちがもし

もこの計画に入ることを選択しなければ、居

住登録証の没収や婚姻の書類の拒否で脅

されている(33)。 

 

移送計画への反対に容赦はない。2007 年 4

月に、この計画に関する官員が一同に参加

した政府の会議で、カシュガル地区共産党

書記の史大剛は次のように述べた：「農村

部労働力の移送は包括的で第一の指導政

策であり、我々の地域の未来の発展に密接

に伴っている。省外でウイグル人民を働くこ

と妨害するものはカシュガルの罪人であり、

ウイグル人民の罪人である(34)。」2007 年 7

月に、ウイグルの親たちがアクス地区のク

チャ県でこの強制移送政策に平和的に抗議

した。この抗議活動は強制的に解散させら
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れたが地方当局はいまだにそのオルグを探

している(35)。 

 

３．職場の現実３．職場の現実３．職場の現実３．職場の現実    

 

私たちはこの場所を監獄とよんでいる。私

はここと監獄との違いはないと思う(36)。 

 

ウイグル女性たちは工場に着いた途端に契

約違反の労働時間と厳しい環境、そして自

由の激しい制約がわかってしまう。 

 

私たちは毎日 10 時間以上働いた。そして、

ほとんどの日には残業をしなくてはならなか

った。大抵 5 時には仕事が終わるが、6 時に

なるともう 1 つのシフトの為に仕事に戻され、

早朝 2 時、3 時にまで働く(37)。 

 

女性たちが残業手当なしで、24 時間連続で

働かされる場合もあるという(38)。 

 

募集過程で約束された食料と住居は標準以

下である。ある女性がある工場での状況を

次のように話した： 

 

朝は、彼らが炊いた少量の米と水を私たち

にくれる。夜は揚げたキャベツだけのときや

揚げたジャガイモだけのときもある。とても

不潔で虫が食事の中に入っていて食べるこ

とが出来ない(39)。 

 

住宅環境がよりよいことはない。 

 

私たちの寮を見ましたか？屋根がない、ドア

がない、誰でもいつでも入ってこられる。安

全性もない、そして、どこも開いているので

私たちの着替えも困難だ(40)。 

 

重い仕事量と不衛生な労働条件は移送さ

れた若い女性たちの腎臓病問題と皮膚病な

ど健康問題の原因となる(41)。 

 

多くの地方政府は労働契約を離れた女性た

ちの家族に対して重い罰金を課す。その罰

金は 3000 から 5000 人民元(420 から 700 米

ドル）にわたっているが農村のウイグル家庭

にとっては巨額である(42)。この種の罰金が

なくても工場を離れたいと思う女性たちには

支援もなく、遠い距離と、言語の障壁、資金

不足に自身直面する。 

 

４．ウイグル人は外へ、漢人は中へ。移送４．ウイグル人は外へ、漢人は中へ。移送４．ウイグル人は外へ、漢人は中へ。移送４．ウイグル人は外へ、漢人は中へ。移送

計画の背景計画の背景計画の背景計画の背景    

 

中華人民共和国政府は若いウイグル女性

を東トルキスタンから中国東部に移送すると

同時に、職を求めてこの地域に流入する何

万もの漢族中国人の経済移民を支援してい

る。この漢族中国人の移入はウイグル文化

を脅威にさらす劇的な人口統計学的変容の

原因である。1955 年、ウイグル人は東トル

キスタンの全人口の 74.7％であり、漢族中

国人は 6.1％であった(43)。今日、ウイグル

人はその人口の45％であり、漢族は41％で

あるが、その数値は人民解放軍兵士、中国

公安部隊や移民人口の多くを除外している

(44)。 

 

2006 年単独でも甘粛省からの 500,000 人の

農民が政府に支援された移送に参加してお

り、その多くは、一人のウイグル人が 1 年で

稼ぐ額を 10 週間で稼いでいる(45)。このよう



6 

 

な膨大な人数の移送を容易にするために、

中華人民共和国の指導者たちは農村地域

から労働者を募集し、特別列車を編成、給

付金を与え、参考になるパンフレットを印刷

し、駅での送り迎えにおいての後方支援を

与えている(46)。 

 

この移民の大規模な流入でウイグル語は公

的な局面から押し出されてしまっている。漢

族の事業はウイグル人の店舗に取って代わ

っている。たった 2、30 年で中華人民共和国

形式の開発は何世紀にもわたって進化して

きたウイグルの都心の配置を変えてしまっ

ている。 

 

ウイグル人は、自身の経済的な不利が新し

く到来した漢族居住者のせいであると見て

いる。2000 年の国勢調査の研究で「多数派

漢族の地域と一人あたりの高収入には強い

相関がある。」ことがわかったが、この発見

は「単に 1 つの相関的な関係でなく、普通に

見られるものである(47)。」1995 年の産業統

計によると、東トルキスタンでの大規模ある

いは中規模の事業の 191 人の経営者のうち

2 人だけが少数民族であり、そして、これら

の事業の 11％だけが少数民族が多数派を

占める地域に本拠を置いている(48)。公共

サービスの雇用はウイグル人に対して偏見

を見せており、雇用機会の大部分は漢族中

国人のために準備されている(49)。他の職

域、例えば「専門的、技術的」な仕事におい

ても、東トルキスタンの高い経済成長率にも

かかわらず少数民族の雇用数はほとんど

増加していないのである(50)。 

 

５．結論及び勧告５．結論及び勧告５．結論及び勧告５．結論及び勧告    

 

東トルキスタン南部からの若年ウイグル人

女性の移送と漢族中国人の東トルキスタン

への移送との関係は、調和しているように

は見えない。すでに記載したように、カシュ

ガル地区共産党トップは若年ウイグル人女

性の東中国への移送は「第一の指導政策

であり、我々の地域の未来の発展に密接に

伴っている。」と見なしている。カシュガル地

区は現在実質的な「再開発」の焦点であり、

何千もの漢族中国人を運んでくる鉄道の完

成によって、近年区都ウルムチと連結した。 

 

東トルキスタンでウイグル人の構成率は

年々減少している。しかるに、このことの原

動力は漢族中国人の移入によって助けられ

ているし、出産適齢期の若年ウイグル女性

の東トルキスタンからの大量移送はこの過

程を深刻に悪化させている。 

 

現在、中華人民共和国の地方及び中央当

局は、ウイグル人のこの計画への抵抗と憤

怒にもかかわらずこの移送政策を積極的に

施行し続けている。 

 

この政策の続行はウイグル人を更に疎外し、

ウイグル人の中華人民共和国官員への不

信を深め、東トルキスタンにおけるさらに大
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きな社会的緊張を導くのであろう｡ 

 

ウイグル人権プロジェクトは中華人民共和

国に以下を勧告する。 

 

� 即時に若年ウイグル女性の東トルキス

タンからの移送を停止し、女性らの故

郷への帰還を許すべし。 

� 行われた仕事や旅費の為の契約によ

り女性たちに保証を行うべし。 

� ウイグル女性の為の地方の雇用機会

を生み出す政策を施行すべし。 

� 女性らを強制して意思に反して移送さ

せた官員らを罰すべし。 

 

 

 

脚注脚注脚注脚注    
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right of the Uyghur people to use peaceful, democratic means to determine their 
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The UAA launched the UHRP in 2004 to promote improved human rights 
conditions for Uyghurs and other indigenous groups in East Turkestan, on the 

premise that the assurance of basic human rights will facilitate the realization of 
the community’s democratic aspirations. 
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